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研究成果の概要（和文）：本研究では，レジリエンスと注意機能とが私達の認知的資源を共有するのではないか
という仮説をもとに，パーソナリティと認知心理学的手法を用いて両者の関 係を明らかにした。特にこれまで
レジリエンスとの関係が議論されてきたのは空間的注意であったところ，時間的注意を取り上げ，短時間の注意
機能がレジリエンスとどのように関係するのかを明らかにしたことは大きな貢献である。
実験では，空間的注意と，時間的注意におけるレジリエンスとの関わりから，レジリエンスが異なることで注意
機能の働きが変わることを示した。

研究成果の概要（英文）：Based on the hypothesis that resilience and attentional functioning share 
our cognitive resources, this study used personality and cognitive psychological methods to clarify 
the relationship between the two. In particular, where spatial attention has been discussed in 
relation to resilience until now, it is a major contribution that temporal attention is taken up and
 how short attentional functions are related to resilience is clarified. In the experiment, the 
relationship between spatial attention and resilience in temporal attention showed that the 
functioning of the attentional function changed with different resilience.

研究分野： 心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
レジリエンスは精神的健康を改善し，維持していくために重要な機能である。しかしながら，レジリエンス自体
を向上させることはパーソナリティや周囲の環境を変化させることが困難なことから，難しいとされてきた。本
研究ではレジリエンスを変化させる要因として注意機能をあげ，レジリエンスが異なることで注意のリソースの
使い方が変わってくることを示した。つまり，注意機能の使い方を変えることでレジリエンスの変化をさせるこ
とが可能ではないかという示唆を得た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 現代社会の抱える大きな問題の一つは，精神的健康である。度々起こる災害や日常生活のスト
レスから精神的健康を損なう者が多く，これらに対する早急な対処法の確立が求められる。本研
究では，人間に内在する精神的回復機能である「レジリエンス」に着目し，認知的メカニズムの
解明をもとに，効果的で適応的な精神的健康増進方法の開発を行うことを目的とした。人は傷つ
いたとき，回復するまでのスピードや程度には個人差がある。この違いを生んでいる要因の１つ
に注意機能の相違が挙げられる。そのため，ここではレジリエンスと注意機能との関係をより詳
細に明らかにし，注意機能から回復の手立てを探った。 
 
２．研究の目的 
 先の震災はもとより日常生活においても人々の精神的健康は大きく損なわれている。しかし
人間はダメージを受けた心をもとの状態へ回復する「レジリエンス」という機能を持っている。
この機能には個人差があるが (Ihaya et al., 2008; Ihaya, 2010)，その理由の 1 つに注意メカニズム
の相違が挙げられる。ダメージを受けてから回復するまでに何にどのように注意処理が関与す
るのかを知ることで，レジリエンスが高い者が低い者とは異なる注意方略を用いていることを
明らかにできる。このことは，心的損害を受けた人々の早期回復を考える上で，注意機能の向上
に着目した全く新たな介入方略を構築することに繋がる。本研究は注意機能とレジリエンスと
の関係性を明らかにし，応用し，効果的で幅広い対象者に適用できる革新的な介入方法の実用化
を目指す。 
 
３．研究の方法 
 これまでレジリエンスと注意機能との関係を明らかにした Grol & De Raedt (2014) は，注意機
能の中でも注意の範囲 (空間的注意) に着目し，レジリエンスが高い者は注意の範囲が広く，ポ
ジティブな情報に目を向けやすいということを表情課題にて示してきた。本研究では，空間的注
意に加え，時間的注意にも着目し，時空間両方にどのような違いがあるのかを検討した。 
(1) フランカー課題を用いて注意資源が余計な処理に注がれるのをどの程度防ぐことができる
か調べた。画面に 3 つの英字を表示し，参加者に真ん中の英字（標的）を素早く弁別するよう
求めた。両脇の文字が標的と一致・不一致の場合を設け，一致条件と不一致条件の反応時間の差
を注意の抑制能力の指標とした。 
(2) 注意の瞬き課題を用いて，時間的注意とレジリエンスとの関係を明らかにした。注意の瞬き
課題とは，高速で次々と提示される妨害刺激の中に 2つの標的 (ターゲット) が挿入されるとき，
第一標的 (T1) と第二標的 (T2) との時間間隔 (Lag) が短いと，T2 を見落としやすくなる現象
である (Raymond, Shapiro, & Arnell, 1992)。しかしながら T2 に感情刺激が用いられると，成績が
上昇し (Ogawa & Suzuki, 2004)，これは感情価を持つ T2 に対し時間的な注意バイアスが生じる
ためであると議論されている。レジリエンスと空間的な注意バイアスとの関係性を考えると，レ
ジリエンスは感情処理において時間的な注意バイアスとも関係している可能性かがある。また，
注意の時間的側面は，感情処理 における感情情報の検出や短時間での再評価処理に関連する
(Most & Jungé, 2008)。したがって，注意の時間的側面についても検討することで，レジリエンス
と短時間内での感情情報への注意処理の関連性を明らかにすることができる。このようにレジ
リエンスの高さと関わる感情処理を注意における時間・空間両 側面から理解することは，レジ
リエンス向上のための認知的トレーニングなどの開発にも役立てることを可能とするだろう。 
そこで本研究では中性表情，怒り顔，笑顔の 3 種類の表情刺激を T2 とした AB 課題を用いて，
レジリエンスが感情刺激への注意の時間的側面とどのように関係するのかを検討した。また，感
情刺激の見落としの指標として AB マグニチュード(Shapiro, Raymond, & Arnell., 1994)を用いた。
この指標値が大きいほど T2 の見落としが大きく，T2 へ注意が向きにくいことを示す。すなわ
ち，注意バイアスが小さいことを示唆する。もし，空間的な側面(Thoern et al., 2016) と同様に，
レジリエンスが高い者ほど快刺激への時間的な注意バイアスが生じやすいのであれば，笑顔が
見落とされにくくなるため，レジリエンスの高さは 笑顔の AB マグニチュードを負の方向に予
測すると考えられた。 
 
４．研究成果 
 得られた主な成果は以下である。 
(1) フランカー課題による空間的注意とレジリエンスとの関係を検証 
 先行研究 (Sato et al., 2013) で示されたストレスとフランカー課題との関係を応用し，レジリ
エンスとフランカー課題との関係を示すことができた。嫌なものや問題からうまく注意を抑え
ることができれば，ダメージからの回復も早くなると考えられた。本研究では，レジリエンスが
高い者はこうした注意の切り替えをうまくできると仮定した。結果として，レジリエンスの高さ
の違いにより，フランカー課題の成績もまた異なることが示された。知覚負荷が高くても低くて
も，レジリエンスが高い者では低い者よりもフランカーの干渉効果が大きく，注意の範囲がより
広いことが示された。これは Grol & De Raedt (2014) らが表情課題で示した結果と一致する。ま
た，レジリエンスが低い者は知覚負荷が高くなるにつれフランカー効果が見られず，より選択的
注意の範囲が狭いということが示された。これは Sato et al. (2013) のストレスで行った結果とは
完全に一致せず，レジリエンスの処理とストレスの対処との間に異なるメカニズムが存在する



ことを示唆するものである。 
(2)注意の瞬きによる時間的注意とレジリエンスとの関係 
 高速逐次視覚呈示される倒立顔の写真の中から，標的として 2 つの正立顔を探す課題を実験
参加者に課した。第 1 標的へは性別判断が，第 2 標的へは表情判断が課された。レジリエンス尺
度得点を説明変数，各表情（中性表情，怒り顔，笑顔）の AB 強度を目的変数とした多変量回帰
分析を行った結果，レジリエンス尺度得点と怒り顔の AB 強度との間に有意な正の関連が示され
た。このことから，レジリエンスには不快情報への一時的な注意バイアスが関係していることが
示唆された。 
 以上から，レジリエンスと注意機能が関係することがより詳細に明らかになった。本研究では，
これまで示唆されていた空間的注意に加え，時間的注意とレジリエンスとの関係を明らかにし
たことが大きな貢献である。実験では，レジリエンスが高い者は気づきもしないような不快情報
をレジリエンスが低い者がつぶさに発見することができる，つまり，不快情報のキャッチ能力が
高いのではないかということを明らかにした。ことことは，レジリエンスが低い者は日々の生活
の中で常に不快な情報を目にしてしまい，ストレスが減らない状況を作り出すのではないかと
いうことを示唆する。このことから，レジリエンスが低い者に対しては，不快情報を遮断するよ
うなコントロールができるトレーニングが有効なのではないかと考えられた。また，レジリエン
スが高い者は空間的注意の範囲が広く，注意の処理容量が大きいということが示された。これは，
レジリエンスが高い者は絶対的な認知的処理容量が大きく，共有する注意機能の処理に置いて
も広範囲の空間処理が可能なため，処理の対象が多数に渡り，不快情報を見つけにくいのではな
いかと考えられる。 
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